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TriCCS
CMOSによる高速読み出し

３色同時撮像・分光

# 現在は、IFU機能を開発中（松林さん）。

2021/8-: 共同利用装置として公開。

- せいめい唯一の撮像装置としての需要。

- 高速時間分解によるユニークなサイエンス。

そろそろ後継機の検討を。

- TriCCSで足りない機能は？

- これが出来たらよいのに？

⇒ 本日は頭出し。
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TriCCS初号機の
行き先もあるな？



TriCCS2（仮）?
キーワード：

- せいめいの機動性（ToO/モニタリング）。

- TriCCSの多色同時・高速読み出し機能。

以上を生かした、次に狙うべき方向性は？

多色同時・高時間分解可能な

（撮像）偏光？



目指すサイエンス例（妄想過多）

爆発現象・高速変動現象は「球対称でない」ものが多い。

幾何形状が、爆発機構・放射機構へのユニークな制限となる。

爆発・バースト直後からの偏光観測
高時間分解偏光観測

18cow

24wpp

←超新星

謎の天体
LFBOT→

Pursiainen＋
2025Singh+ 

2024

Ho+ 

2023

Kimura+ 2016

ジェット、公転、自転→秒スケールまで

AGNとかも



目指すサイエンス例（妄想過多）
爆発・バースト「直後」からの「高時間分解」偏光

10 hr

Wiersema+ 2014

Mandarakas+ 2023

例：ガンマ線バースト（GRB）

爆発後<~hrで同定、は視野内。
→秒～分スケール偏光観測？

世界が変わる（かも）。

せいめい/TriCCSによるEinstein Probe

可視対応天体同定（田口ポスター）



大雑把な方向性？
- せいめいの機動性（ToO/モニタリング）。

- TriCCSの多色同時・高速読み出し機能（ファイバーの余地も？）。

に加えて

- 0◦、45◦、90◦、135◦ の直線偏光成分を同時に撮りたい。

ダブルウォラストンプリズム  or 高速位相変調機?

かなた（HowPol/ナスミス）で実証済。 高速時間分解の可能性？開発要素。
高木勝俊さん, 修論, 2011 高橋隼さん, OISTER WS, 2024

かなたでの豊富な実証（ナスミスでのcalibration等） ⇒ HowPolタイプ？
機械偏光は<0.2%程度に抑えられる。
多色同時（非対称光学系）、CMOS（dark安定性？）との共存は課題。



期待される性能

• 1% @ 5σとして：

– @ 5 sec   ⇒ g ~13,    ｒ ~12,      i ~11.5 mag.

– @ 1 min  ⇒ g ~15.5, r ~14.5,  I ~14 mag.

– @30 min ⇒ g ~18,    r ~17.5,  i ~17 mag.

MAXI J1820+070

GRBs

LFBOT (if at the distance 

to the famous 18cow)



まとめと今後の予定
• TriCCSの後継機の検討を始めました。

• 現状の方向性：

–多色同時＋偏光角同時（一露光型）＋CMOSで

世界最速（？）の撮像偏光性能を目指す。
• あくまでも一案なので、アイデア・ご意見募集します。

• 仕様（e.g., 視野、フィルター）へのご意見・技術提供も。

• 今後のスケジュール：

–一年間くらいで、

• サイエンス検討＋仕様をまとめる。

• 大雑把な概念設計。

• 研究開発費獲得に向けてのロードマップ。
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